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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手方向の第１端に第１電圧が印加される第１電極を備え、前記第１端と向かい合う第
２端に前記第１電圧より低い第２電圧が印加される第２電極を備え、光を発生する一つ以
上のランプと、
　前記ランプの長手方向に対して平行な面をなして、前記ランプの長手方向全体に亘り配
置され、前記光の一部を反射する反射膜と、
　前記反射膜を支持する支持面を備え、前記支持面から延びる複数の貫通ホールが形成さ
れた導電性支持部材と、を含み、
　前記複数の貫通ホールは前記ランプと向き合うように形成され、前記ランプの長手方向
に沿って配置され、
　前記支持部材は、前記複数の貫通ホールが形成される第１領域と、前記複数の貫通ホー
ルが形成されない第２領域に区分され、
　前記ランプの第１端に隣接した前記第１領域に形成された前記貫通ホールの面積は、前
記ランプの第２端に隣接した前記第１領域に形成された前記貫通ホールの面積より大きい
ことを特徴とするランプアセンブリ。
【請求項２】
　前記複数の貫通ホールは円筒形または多角形断面形状であることを特徴とする請求項１
に記載のランプアセンブリ。
【請求項３】
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　前記複数の貫通ホールの幅は前記ランプの直径より大きく、または同一であることを特
徴とする請求項１に記載のランプアセンブリ。
【請求項４】
　前記複数の貫通ホールは、前記第２電極から前記第１電極に向かうほど、前記支持面と
前記ランプが重ねられる面積が小さくなるように形成されることを特徴とする請求項１に
記載のランプアセンブリ。
【請求項５】
　前記複数の貫通ホールは前記第２電極から前記第１電極に向かうほど稠密に形成される
ことを特徴とする請求項４記載のランプアセンブリ。
【請求項６】
　前記複数の貫通ホールの大きさは前記第２電極から前記第１電極に向かうほど大きくな
ることを特徴とする請求項４記載のランプアセンブリ。
【請求項７】
　前記反射膜はポリエチレンテレフタレートからなり、前記支持部材は金属物質からなる
ことを特徴とする請求項１に記載のランプアセンブリ。
【請求項８】
　長手方向の第１端に第１電圧が印加される第１電極を備え、前記第１端と向かい合う第
２端に前記第１電圧より低い第２電圧が印加される第２電極を備え、光を発生する一つ以
上のランプ、
　前記ランプの長手方向に対して平行な面をなして、前記ランプの長手方向全体に亘り配
置され、前記光の一部を反射する反射膜、及び
　前記反射膜を支持する支持面を備え、前記支持面から延びる複数の貫通ホールが形成さ
れた導電性支持部材、
を含むランプアセンブリと、
　前記光の供給を受けて液晶により映像を表示する、前記ランプを挟んで前記反射膜と反
対側に配置された液晶表示パネルと、
　前記ランプアセンブリ及び前記液晶表示パネルを収納する第１収納容器（ボトムシャー
シ）と、
　前記第１収納容器と対向して結合し、前記ランプアセンブリ及び前記液晶表示パネルを
前記第１収納容器に固定する第２収納容器（トップシャーシ）と、を含み、
　前記複数の貫通ホールは前記ランプと向き合うように形成され、前記ランプの長手方向
に沿って配置され、
　前記支持部材は、前記複数の貫通ホールが形成される第１領域と、前記複数の貫通ホー
ルが形成されない第２領域に区分され、
　前記ランプの第１端に隣接した前記第１領域に形成された前記貫通ホールの面積は、前
記ランプの第２端に隣接した前記第１領域に形成された前記貫通ホールの面積より大きい
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】
　前記複数の貫通ホールは、前記第２電極から前記第１電極に向かうほど前記支持面と前
記ランプが重ねられる面積が小さくなるように形成されることを特徴とする請求項８に記
載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記複数の貫通ホールは前記第２電極から前記第１電極に向かうほど稠密に形成される
ことを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記第１収納容器の基底壁には前記複数の貫通ホールに対応して複数の開口部が備えら
れることを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記第１収納容器には前記複数の貫通ホール及び前記複数の開口部を通じて前記第１収
納容器の収納空間に異物が浸入することを防止するための異物防止膜が備えられることを
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特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記異物防止膜は第１収納容器の基底壁に配置されることを特徴とする請求項１２に記
載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　長手方向の第１端に第１電圧が印加される第１電極を備え、前記第１端と向かい合う第
２端に前記第１電圧より低い第２電圧が印加される第２電極を備え、光を発生する一つ以
上のランプ、
　前記ランプの長手方向に対して平行な面をなして、前記ランプの長手方向全体に亘り配
置されて前記光の一部を反射する反射膜、及び
　前記ランプ上に配置され前記光を拡散させる拡散シート、
を含むランプアセンブリと、
　前記光の供給を受けて液晶により映像を表示する、前記ランプを挟んで前記反射膜と反
対側に配置された液晶表示パネルと、
　前記ランプアセンブリ及び前記液晶表示パネルを収納し、前記反射膜を支持する基底面
を提供する基底壁を備え、前記基底壁に複数の貫通ホールが形成された導電性収納容器（
ボトムシャーシ）と、を含み、
　前記複数の貫通ホールは前記ランプと向き合うように形成され、前記ランプの長手方向
に沿って配置され、
　前記基底壁は、前記複数の貫通ホールが形成される第１領域と、前記複数の貫通ホール
が形成されない第２領域に区分され、
　前記ランプの第１端に隣接した前記第１領域に形成された前記貫通ホールの面積は、前
記第１端と向かい合う前記ランプの第２端に隣接した前記第１領域に形成された前記貫通
ホールの面積より大きいことを特徴とする液晶表示装置。
 
【請求項１５】
　前記収納容器には前記複数の貫通ホールを通じて前記収納容器の収納空間に異物が浸入
することを防止するための異物防止膜が備えられることを特徴とする請求項１４に記載の
液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記複数の貫通ホールは、前記第２電極から前記第１電極に向かうほど、前記基底面と
前記ランプが重ねられる面積が小さくなるように形成されることを特徴とする請求項１４
に記載の液晶表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はランプアセンブリ及びこれを有する液晶表示装置に係り、より詳細には、光効
率を向上させながら表示品質を向上させることができるランプアセンブリ及びこれを有す
る液晶表示装置液晶に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近、情報処理機器は使用者が情報処理装置で処理された情報を目で確認するためには
インターフェース機能を有するディスプレー装置を必要とする。液晶表示装置はディスプ
レー装置の代表的なものとして、液晶の特定の分子配列に電圧を印加して異なる分子配列
へ変換させ、光学的性質の変化を視覚変化へ変換することで、液晶セルによる光の変調を
利用したディスプレーである。
【０００３】
　即ち、液晶表示装置は薄膜トランジスター（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏ
ｒ；以下、ＴＦＴと称する）基板とカラーフィルタ基板との間に注入された液晶からなっ
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た液晶表示パネルを通じて映像を表示する。ここで、液晶は光を発生させる発光素子では
なく、外部から入ってくる光の量を調節して画面に表示する受光素子であるために、液晶
表示パネルに光を照射するための別途の光源、即ちバックライトアセンブリ（以下、本明
細書では、ランプアセンブリという）を必要とする。
【０００４】
　ランプアセンブリは液晶表示装置の表示品質及び消費電力に大きい影響を及ぼす。
【０００５】
　図１は一般のランプアセンブリを示す断面図である。
【０００６】
　図１に示すように、一般のランプアセンブリ３０は一つ以上のランプ１０とランプ反射
板２０を含む。ランプ１０は発光部１１、発光部１１の両端部に各々形成された第１及び
第２電極１２、１３、第１及び第２電極１２、１３に各々連結された第１及び第２電極線
１４、１５からなる。ランプ１０は第１電極線１４から高電圧である第１電圧の提供を受
けて、第２電極線１５から低電圧である第２電圧の提供を受けて、発光部１１を通じて光
を発生する。
【０００７】
　一方、ランプ反射板２０は前記光のうちの第１方向に進行する一部を前記第１方向と反
対方向である第２方向に進行させる反射膜２１及び前記反射膜２１及び前記ランプ１０を
支持する支持部材２２とを含む。従って、前記ランプ反射板２０はランプ１０の効率を向
上させる。
【０００８】
　一般に、前記反射膜２１はポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）からなり、前記支持
部材２２は金属物質、例えばアルミニウム（Ａｌ）からなる。
【０００９】
　しかし、図１に示したような配置において、前記反射膜２１と前記支持部材２２が全面
的に接触すると、前記ランプ１０に電流を供給して前記ランプ１０を駆動した時に発生す
る熱が前記反射膜２１を通じて前記支持部材２２に伝導され放散されるので、熱損失によ
り輝度飽和時間が増加される。従って、輝度が最高値に至るには、普通の場合より多くの
時間が消費される。
【００１０】
　また、前記支持部材２２と前記ランプ１０との間で発生する寄生キャパシタンスにより
漏洩電流が発生する。
【００１１】
　（数１）
　Ｃ∝εＡ／ｄ
　この数式に示すように、寄生キャパシタンスＣは面積Ａに比例し、距離ｄに反比例する
。ここで、Ｃは寄生キャパシタンスであり、εは誘電率、Ａは導体間のオーバーラップ面
積、即ち、ランプ１０と支持部材２２の重畳面積であり、ｄは導電体間の距離、即ち、前
記ランプ１０と前記支持部材２２間の距離を各々示す。
【００１２】
　最近、液晶表示装置の薄型化のために前記ランプ１０と前記ランプ反射板２０の距離を
最少化している趨勢である。従って、前記寄生キャパシタンスＣを決定する要因のうちの
一つである導体間の距離ｄが小さくなる結果となる。これにより、前記ランプ１０と前記
支持部材２２間で発生する前記寄生キャパシタンスＣが増加し、それにより漏洩電流も増
加する。
【００１３】
　即ち、前記ランプ１０の前記第１電極１２に流入する電流を第１電流（ｉ１）と称し、
前記第２電極１３から流出する電流を第２電流（ｉ２）と称し、前記ランプから漏洩する
電流を第３電流（ｉ３）とする場合、前記第１電流（ｉ１）は第２及び第３電流（ｉ２、
ｉ３）の和と同一である。漏洩電流（ｉ３）が発生するということは前記ランプ１０に流
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入した電流を１００％活用しないことを意味する。
【００１４】
　従って、漏洩電流（ｉ３）は前記ランプ１０の効率を低下させる要因として作用する。
結果的に、漏洩電流は液晶表示装置の全体的な輝度を低下させる。
【００１５】
　また、漏洩電流（ｉ３）が増加すると、前記ランプ１０から発生する熱の量が増加する
。このような熱により、前記ランプ１０の周辺に配置される各種シート及び液晶が劣化す
る。従って、残留漏洩は液晶表示装置の表示品質を低下させる問題を発生させる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　本発明の目的は、光効率を向上させると同時に、表示品質を向上させるためのランプア
センブリを提供することにある。
【００１７】
　本発明の他の目的は、前記したランプアセンブリを有する液晶表示装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上述した目的を達成するための本発明によるランプアセンブリは、長手方向の第１端に
第１電圧が印加される第１電極を備え、前記第１端と向かい合う第２端に前記第１電圧よ
り低い第２電圧が印加される第２電極を備え、光を発生する一つ以上のランプと、前記ラ
ンプの長手方向に対して平行な面をなして、前記ランプの長手方向全体に亘り配置され、
前記光の一部を反射する反射膜と、前記反射膜を支持する支持面を備え、前記支持面から
延びる複数の貫通ホールが形成された導電性支持部材と、を含み、
　前記複数の貫通ホールは前記ランプと向き合うように形成され、前記ランプの長手方向
に沿って配置され、前記支持部材は、前記複数の貫通ホールが形成される第１領域と、前
記複数の貫通ホールが形成されない第２領域に区分され、前記ランプの第１端に隣接した
前記第１領域に形成された前記貫通ホールの面積は、前記ランプの第２端に隣接した前記
第１領域に形成された前記貫通ホールの面積より大きい。
【００２０】
　また、上述した目的を達成するための本発明による液晶表示装置は、長手方向の第１端
に第１電圧が印加される第１電極を備え、前記第１端と向かい合う第２端に前記第１電圧
より低い第２電圧が印加される第２電極を備え、光を発生する一つ以上のランプ、前記ラ
ンプの長手方向に対して平行な面をなして、前記ランプの長手方向全体に亘り配置され、
前記光の一部を反射する反射膜、及び前記反射膜を支持する支持面を備え、前記支持面か
ら延びる複数の貫通ホールが形成された導電性支持部材、を含むランプアセンブリと、前
記光の供給を受けて液晶により映像を表示する液晶表示パネルと、前記ランプアセンブリ
及び前記液晶表示パネルを収納する第１収納容器（ボトムシャーシ）と、前記第１収納容
器と対向して結合し、前記ランプアセンブリ及び前記液晶表示パネルを前記第１収納容器
に固定する第２収納容器（トップシャーシ）と、を含み、
　前記複数の貫通ホールは前記ランプと向き合うように形成され、前記ランプの長手方向
に沿って配置され、前記支持部材は、前記複数の貫通ホールが形成される第１領域と、前
記複数の貫通ホールが形成されない第２領域に区分され、前記ランプの第１端に隣接した
前記第１領域に形成された前記貫通ホールの面積は、前記ランプの第２端に隣接した前記
第１領域に形成された前記貫通ホールの面積より大きい。
【００２１】
　上述した他の目的を達成するための本発明による液晶表示装置は、長手方向の第１端に
第１電圧が印加される第１電極を備え、前記第１端と向かい合う第２端に前記第１電圧よ
り低い第２電圧が印加される第２電極を備え、光を発生する一つ以上のランプ、前記ラン
プの長手方向に対して平行な面をなして、前記ランプの長手方向全体に亘り配置されて前
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記光の一部を反射する反射膜、及び前記ランプ上に配置され前記光を拡散させる拡散シー
ト、含むランプアセンブリと、前記光の供給を受けて液晶により映像を表示する液晶表示
パネルと、前記ランプアセンブリ及び前記液晶表示パネルを収納し、前記反射膜を支持す
る基底面を提供する基底壁を備え、前記基底壁に複数の貫通ホールが形成された導電性収
納容器（ボトムシャーシ）と、を含み、
　前記複数の貫通ホールは前記ランプと向き合うように形成され、前記ランプの長手方向
に沿って配置され、前記基底壁は、前記複数の貫通ホールが形成される第１領域と、前記
複数の貫通ホールが形成されない第２領域に区分され、前記ランプの第１端に隣接した前
記第１領域に形成された前記貫通ホールの面積は、前記第１端と向かい合う前記ランプの
第２端に隣接した前記第１領域に形成された前記貫通ホールの面積より大きい。
 
【発明の効果】
【００２２】
　このようなランプアセンブリ及びこれを有する液晶表示装置によると、一つ以上のラン
プの後面には支持面と、ランプに平行に分布するよう形成され、支持面とランプが重ねら
れる面積を減少させる複数の貫通ホールを備える支持部材が配置される。従って、ランプ
アセンブリの光効率を向上させることができ、液晶表示装置の表示品質を向上させること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、図面を参照して本発明の望ましい一実施形態をより詳細に説明する。
【００２４】
　図２は本発明の第１実施形態によるランプアセンブリを示す断面図であり、図３は図２
に示したランプアセンブリの平面図である。ただ、図３では理解の便宜のためにランプ１
１０と支持部材１２２間に配置される反射膜１２１を省略した構造を提示する。
【００２５】
　図２及び図３に示すように、本発明の第１実施形態によるランプアセンブリ１００は光
を発生する一つ以上のランプ１１０及び前記光を特定方向に反射させるためのランプ反射
板１２０を含む。前記ランプ反射板１２０は反射膜１２１と前記反射膜１２１を支持する
支持部材１２２からなる。
【００２６】
　前記反射膜１２１は前記ランプ１１０から発生した光のうち、前記反射膜１２１に入射
した光を特定方向に進行するように反射する。一方、前記支持部材１２２は前記反射膜１
２１を支持する支持面１２２ａと前記ランプ１１０に平行に分布するよう形成され、前記
支持面１２２ａと前記ランプ１１０との重畳即ちオーバーラップ面積を減少させるための
複数の貫通ホール１２２ｂを備える。
【００２７】
　前記反射膜１２１はＰＥＴ層からなり、前記支持部材１２２は金属物質、例えばアルミ
ニウムからなる。前記反射膜１２１は前記支持部材１２２に薄膜によりコーティングされ
る。前記支持部材１２２の前記支持面１２２ａには前記複数の貫通ホール１２２ｂが形成
されるために、前記反射膜１２１を前記支持面１２２ａ上にコーティングすることが困難
である問題が生じ得るので、前記支持部材１２２は前記支持面１２２ａに接着性テープ（
図示せず）を取付けたものとすることができる。
【００２８】
　前記接着性テープは前記複数の貫通ホール１２２ｂに影響を受けずに前記支持面１２２
ａに取付けられて、前記反射膜１２１が前記支持部材１２２にコーティングされることが
できるようにする。ここで、前記接着性テープは絶縁性物質からなることにより、前記接
着性テープと前記ランプ１１０間で寄生キャパシタンスが生成されることを防止する。
【００２９】
　一方、前記ランプ１１０は前記光を発生する発光部１１１及び前記発光部１１１の一端
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部に形成され、高電圧である第１電圧の提供を受ける第１電極１１２、前記一端部と向き
合う他端部に形成され、低電圧である第２電圧の提供を受ける第２電極１１３、前記第１
電極１１２に前記第１電圧を提供する第１電極線１１４及び前記第２電極１１３に前記第
２電圧を提供する第２電極線１１５からなる。前記第１及び第２電圧は前記ランプ１１０
を駆動するために外部から提供される直流電源を交流電源に変えるインバータ回路（図示
せず）から提供される電圧である。
【００３０】
　図３に示したように、前記支持部材１２２は前記ランプ１１０が配置される第１領域Ａ
と前記ランプ１１０の間である第２領域Ｂに区分され、前記複数の貫通ホール１２２ｂは
前記第１領域Ａに対応して形成される。従って、前記複数の貫通ホール１２２ｂは前記支
持部材１２２と前記ランプ１１０が重なる面積を減少させる。前記複数の貫通ホール１２
２ｂは前記支持面１２２ａ上で均一の密度で形成され、前記ランプ１１０と前記支持面１
２２ａが重なる面積を減少させる。
【００３１】
　即ち、前記支持部材１２２上に前記複数の貫通ホール１２２ｂが形成されない支持面１
２２ａの全体面積を第１面積ａ１と称し、本発明により前記複数の貫通ホール１２２ｂが
形成された前記支持面１２２ａの全体面積を第２面積ａ２とすると、前記第２面積ａ２は
前記第１面積ａ１から、前記複数の貫通ホール１２２ｂが占める面積、即ち第３面積ａ３
を引いた値と同一である。従って、前記ランプ１１０と前記支持面１２２ａが重なる面積
は前記複数の貫通ホール１２２ｂが占める面積に対応した量だけ減少される。
【００３２】
　空気または反射膜１２１を隔てて相互に向き合う前記ランプ１１０と前記支持部材１２
２との間には寄生キャパシタンスＣが形成される。寄生キャパシタンスＣは前記数式を満
足する。
【００３３】
　従って、寄生キャパシタンスＣは誘電率（ε）に比例し、前記ランプ１１０と支持部材
１２２間の距離ｄに反比例し、前記ランプ１１０と向き合う前記支持面１２２ａの面積Ａ
に比例する。
【００３４】
　ここで、前記ランプ１１０と前記支持部材１２２間の距離ｄを増加させることは、液晶
表示装置の薄型化を具現する側面で望ましくないために、前記ランプ１１０と前記支持部
材１２２が重なる面積を減少させることにより、前記寄生キャパシタンスＣを減少させる
ことができる。即ち、前記支持面１２２ａに複数の貫通ホール１２２ｂが形成されること
により、前記複数の貫通ホール１２２ｂの面積分だけ前記ランプ１１０と前記支持面１２
２ａが重なる面積が減少され、それにより前記寄生キャパシタンスＣが減少される。
【００３５】
　このように、寄生キャパシタンスＣが減少すると、前記ランプ１１０の駆動時に前記ラ
ンプ１１０の第１及び第２電極１１２、１１３間で漏洩される漏洩電流が減少する。
【００３６】
　前記ランプ１１０の前記第１電極１１２に流入する電流を第１電流Ｉ１とし、前記第２
電極１１３から流出する電流を第２電流Ｉ２とし、前記ランプ１１０から漏洩する電流を
第３電流Ｉ３とする時、前記第１電流Ｉ１は第２及び第３電流Ｉ２、Ｉ３の和と同じであ
る。従って、前記第１及び第２電流Ｉ１、Ｉ２の差は前記第３電流Ｉ３である。ここで、
前記複数の貫通ホール１２２ｂにより前記寄生キャパシタンスＣが減少されるために、前
記第１及び第２電流Ｉ１、Ｉ２の差が減少され、結果的に前記第３電流Ｉ３が減少する。
これにより、前記ランプ１１０の光効率を向上させることができる。
【００３７】
　一方、前記複数の貫通ホール１２２ｂは前記ランプ１１０と前記支持面１２２ａが重畳
される面積を有効に減少するために、前記複数の貫通ホール１２２ｂの直径（第１直径ｒ
１）は前記ランプ１１０の直径（第２直径ｒ２）より大きく、または同一であることが望
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ましい。即ち、複数の貫通ホール１２２ｂの第１直径ｒ１は前記ランプ１１０の第２直径
ｒ２と同一の場合でも、前記ランプ１１０と前記支持面１２２ａが重畳される面積をかな
り減少させることができる。
【００３８】
　また、前記複数の貫通ホール１２２ｂの第１直径ｒ１が前記ランプ１１０の第２直径ｒ
２より大きい場合、前記ランプ１１０の中心が前記複数の貫通ホール１２２ｂの中心に正
確に配置されなくても、前記ランプ１１０と支持面１２２ａが重なる面積を有効に減少さ
せることができる。
【００３９】
　図３では、前記複数の貫通ホール１２２ｂが円形である場合を呈示したので、前記複数
の貫通ホール１２２ｂの第１直径ｒ１と前記ランプ１１０の第２直径ｒ２を比較した。し
かし、前記複数の貫通ホール１２２ｂが四角形に形成された場合、前記複数の貫通ホール
１２２ｂの幅を前記ランプ１１０の第２直径ｒ２より大きく、またはそれと同一であるよ
うにすることが望ましい。ここで、前記複数の貫通ホール１２２ｂの幅は前記複数の貫通
ホール１２２ｂを形成する辺のうち、ランプに沿って延びかつ相互に向き合う辺間の距離
と定義される。
【００４０】
　以上では、本発明によるランプアセンブリとして、直下型液晶表示装置に用いられる直
下型ランプアセンブリを一つの実施形態として説明した。しかし、このようなランプアセ
ンブリの構造は液晶表示装置だけでなく、ディスプレー装置及び照明装置、例えば、蛍光
灯でも十分に適用することができる。
【００４１】
　図４は本発明の第１実施形態による支持部材を示す平面図であり、図５は支持部材の他
の実施形態を示す平面図である。
【００４２】
　図４及び図５に示すように、前記複数の貫通ホール１２２ｂ、１２３ｂは円形または四
角形状を有する。図４では、円形である場合のみを示したが、前記複数の貫通ホール１２
２ｂは楕円形状を有するものとすることができる。また、図５では正四角形の場合のみを
示したが、前記複数の貫通ホール１２３ｂは長方形、梯形の形状を有するものとすること
ができる。
【００４３】
　また、図４及び図５では、前記複数の貫通ホール１２２ｂ、１２３ｂはその各々が一つ
のランプに対応するように形成されるが、前記複数の貫通ホール１２２ｂ、１２３ｂはそ
の各々が２個、３個またはその以上のランプに対応するように形成される即ち幅がランプ
に比べかなり大きいようにすることができる。
【００４４】
　図６は本発明の第２実施形態によるランプアセンブリを示す断面図であり、図７は図６
に示したランプアセンブリの平面図である。ただ、図７では理解のためにランプ１１０と
支持部材１４２間に配置される反射膜１４１を省略した構造を示す。
【００４５】
　図６及び図７に示すように、本発明の第２実施形態によるランプアセンブリ１００は光
を発生する一つ以上のランプ１１０及び前記光を特定方向に反射させるランプ反射板１４
０を含む。具体的に、前記ランプ反射板１４０は前記ランプ１１０から発生された光を反
射して特定方向に進行させる反射膜１４１及び前記反射膜１４１を支持する支持面１４２
ａと、前記ランプ１１０に平行に分布するよう形成されて前記支持面１４２ａと前記ラン
プ１１０との重畳面積を減少させる複数の貫通ホール１４２ｂを備える支持部材１４２か
らなる。
【００４６】
　前記ランプ１１０は前記光を発生する発光部１１１及び前記発光部１１１の一端部に形
成され、高電圧である第１電圧の提供を受ける第１電極１１２、前記一端部と向き合う他
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端部に形成され、低電圧である第２電圧の提供を受ける第２電極１１３、前記第１電極１
１２に前記第１電圧を提供する第１電極線１１４及び前記第２電極１１３に前記第２電圧
を提供する第２電極線１１５からなる。
【００４７】
　図７に示したように、前記支持部材１４２は前記ランプ１１０が配置される第１領域Ａ
と前記ランプ１１０間である第２領域Ｂに区分され、前記複数の貫通ホール１４２ｂは前
記第１領域Ａに対応して形成される。従って、前記複数の貫通ホール１４２ｂは前記支持
面１４２ａと前記ランプ１１０が重なる面積を減少させる。
【００４８】
　ここで、前記複数の貫通ホール１４２ｂは、前記第１領域Ａ内で前記第１電極１１２か
ら前記第２電極１１３に行くほど前記支持面１４２ａと前記ランプ１１０とが重なる面積
の比率が大きくなるように形成される。前記第１電極１１２には高電圧が印加され、前記
第２電極１１３には低電圧が印加されるために、前記第２電極１１３に近い部分より前記
第１電極１１２に近い部分で電流が多く漏洩する。それにより、前記第２電極１１３に近
い部分でより前記第１電極１１２に近い部分で前記ランプと支持部材１４２の重畳面積が
小さくなるように、前記複数の貫通ホール１４２ｂを形成する。従って、前記第１電極１
１２に近い部分で生成される寄生キャパシタンスＣを減少させることにより、前記ランプ
１１０から漏洩される漏洩電流を減少させることができる。
【００４９】
　図８は図７に示した支持部材を具体的に示す平面図であり、図９は支持部材の他の実施
形態を示す平面図である。
【００５０】
　図８に示すように、前記複数の貫通ホール１４２ｂは前記支持面１４２ａの前記第１領
域Ａ内で前記ランプ１１０の第２電極１１３から前記第１電極１１２に行くほど稠密に形
成されることができる。または、図９に示したように、前記複数のホール１４３ｂは前記
支持部材１４３ａの前記第１領域Ａ内で前記第２電極１１３から前記第１電極１１２に行
くほど大きくなる形状に形成されることができる。従って、前記第２電極１１３から前記
第１電極１１２に行くほど前記支持部材１４３ａと前記ランプ１１０が重畳する面積が減
少される。
【００５１】
　このような形態外にも、前記支持部材１４２、１４３は前記支持面１４２ａ、１４３ａ
と前記ランプ１１０の重畳面積を減少させることができる構造に多様に変形して適用され
ることができる。
【００５２】
　図１０は本発明の第３実施形態によるランプアセンブリを示す断面図であり、図１１は
図１０に示した支持部材を具体的に示す図面である。
【００５３】
　図１０及び図１１に示すように、本発明の第３実施形態によるランプアセンブリ１５０
は光を発生する一つ以上のランプ１１０及び前記光を特定方向に反射させるためのランプ
反射板１６０を含む。前記ランプ反射板１６０は反射膜１６１と前記反射膜１６１を支持
する支持部材１６２からなる。
【００５４】
　前記反射膜１６１は前記ランプ１１０から発生した光のうちの反射膜１６１に入射され
た光を特定方向に進行するように反射する。一方、前記支持部材１６２は前記反射膜１６
１を支持する支持面１６２ａと、前記ランプ１１０に平行に分布するよう形成され、前記
支持面１６２ａと前記ランプ１１０との重畳面積を減少させるための複数の凹所１６２ｂ
を備える。
【００５５】
　前記複数の凹所１６２ｂは前記ランプ１１０に対応する領域で前記ランプ１１０の長さ
方向に不連続的に形成される。また、前記複数の複数の凹所１６２ｂは前記支持面１６２
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ａから所定の深さから凹陥して形成され、前記複数の凹所１６２ｂが形成された領域で前
記ランプ１１０と前記支持面１６２ａ間の第１距離ｄ１を増加させる。
【００５６】
　即ち、前記複数の凹所１６２ｂが形成されない領域での前記ランプ１１０と前記支持面
１６２ａ間の距離である第２距離ｄ２は、前記複数の凹所１６２ｂが形成された領域での
前記ランプ１１０と前記支持面１６２ａ間の距離である第１距離ｄ１よりさらに小さい。
具体的に、前記第２距離ｄ２は前記第１距離ｄ１より前記複数の凹所１６２ｂの深さに対
応した量だけ小さい。
【００５７】
　上述した数式に示すように、凹陥部では寄生キャパシタンスＣは前記ランプ１１０と前
記支持面１６２ａ間の第１距離ｄ１に反比例する。従って、前記ランプ１１０と前記支持
面１６２ａ間の第１距離ｄ１が増加されると、前記第１距離ｄ１が増加された比率に相応
して前記寄生キャパシタンスＣが減少される。これにより、前記ランプ１１０からの漏洩
電流を減少させることができる。
【００５８】
　図１２は本発明の第４実施形態による液晶表示装置を具体的に示す斜視図であり、図１
３は図１２に示す液晶表示装置の断面図である。
【００５９】
　図１２及び図１３に示すように、本発明の一実施形態による液晶表示装置４００は映像
を表示する液晶表示パネル２１０を含むディスプレーユニット２００、前記液晶表示パネ
ル２１０に光を提供するためのランプアセンブリ１００及びディスプレーユニット２００
とランプアセンブリ１００を収納するための収納容器３１０、３２０、３３０、３４０と
を含む。
【００６０】
　具体的に、前記液晶表示パネル２１０はＴＦＴ基板２１１、カラーフィルタ基板２１３
及び前記ＴＦＴ基板２１１とカラーフィルタ基板２１３との間に形成された液晶層（図示
せず）からなる。前記ＴＦＴ基板２１１はＴＦＴ、ＴＦＴに連結されたゲートライン及び
データライン、ＴＦＴに連結された画素電極からなる複数の画素がマトリックス状に形成
された基板である。一方、前記カラーフィルタ基板２１３は前記ＴＦＴ基板２１１と向き
合う面にカラーフィルタ及び共通電極が形成された基板である。
【００６１】
　前記液晶表示パネル２１０には前記ＴＦＴ基板２１１及び前記カラーフィルタ基板２１
３を駆動するための駆動印刷回路基板２２０、２３０が連結される。即ち、前記駆動印刷
回路基板２２０、２３０は前記データラインから提供される映像信号を発生するデータ印
刷回路基板２２０及び前記ゲートラインから提供される駆動信号を発生するゲート印刷回
路基板２３０からなる。
【００６２】
　前記データ印刷回路基板２２０は前記データラインの一端部が配置される前記ＴＦＴ基
板２１１のデータ側周辺部に取付けられたデータ側テープキャリアパッケージ（以下、Ｔ
ＣＰと称する）２４０と結合される。また、前記ゲート印刷回路基板２３０は前記ゲート
ラインの一端部が配置される前記ＴＦＴ基板２１１のゲート側周辺部に取り付けられたゲ
ート側ＴＣＰ２５０と結合される。
【００６３】
　一方、前記ランプアセンブリ１００は光を発生する一つ以上のランプ１１０及び前記光
を前記液晶表示パネル２１０側に反射するランプ反射板１２０及び前記光が前記液晶表示
パネル２１０に提供される以前に拡散するようになす拡散板１３０を含む。
【００６４】
　前記ランプ１１０は前記光を発生する発光部１１１及び前記発光部１１１の一端部に形
成され高電圧である第１電圧の提供を受ける第１電極１１２、前記一端部と向き合う他端
部に形成されて低電圧である第２電圧の提供を受ける第２電極１１３からなる。
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【００６５】
　前記ランプ反射板１２０は第１方向に進行する前記光の一部を前記第１方向と反対方向
である第２方向に進行させる反射膜１２１及び前記反射膜１２１を支持する支持面１２２
ａと、前記ランプ１１０に沿って分布され、前記支持面１２２ａと前記ランプ１１０の重
畳面積を減少させる複数の貫通ホール１２２ｂとを備える支持部材１２２からなる。具体
的に、前記支持面１２２ａは前記ランプ１１０が配置される第１領域Ａと前記ランプ１１
０の間である第２領域Ｂに区分され、前記複数の貫通ホール１２２ｂは前記第１領域Ａ内
に形成される。
【００６６】
　前記複数の貫通ホール１２２ｂは前記支持面１２２ａ上で均一の密度となるように形成
され、前記支持面１２２ａと前記ランプ１１０が重畳する面積を減少させる。このように
面積が減少されると、それに相応して前記ランプ１１０と前記支持部材１２２間で生成さ
れる寄生キャパシタンスＣが減少される。従って、前記ランプ１１０から漏洩される漏洩
電流を減少させることができる。
【００６７】
　図示しなかったが、複数の貫通ホールは前記第１領域Ａ内で前記第１電極１１２から前
記第２電極１１３に行くほど前記支持面１２２ａと前記ランプ１１０が重なる面積の比率
が大きくなるように形成することもできる。即ち、前記複数の貫通ホールは前記第２電極
１１３近傍でより前記第１電極１１２近傍で前記ランプと前記支持部材１２２の重畳面積
が小さくなるように形成されることもできる。
【００６８】
　一方、前記収納容器は前記ランプアセンブリ１００及び液晶表示パネル２１０を順に収
納するボトムシャーシ３１０及び下方モールドフレーム３２０、前記下方モールドフレー
ム３２０の上端に定着され前記ランプアセンブリ１００を前記ボトムシャーシ３１０に固
定し、前記液晶表示パネル２１０を収納する上方モールドフレーム３３０及び前記ボトム
シャーシ３１０と対向して結合し、前記液晶表示パネル２１０を前記上方モールドフレー
ム３３０側に加圧するトップシャーシ３４０とを含む。
【００６９】
　前記ボトムシャーシ３１０は基底面３１１及び前記基底面３１１から延びた側壁３１２
からなり、前記ランプアセンブリ１００を収納するための収納空間を形成する。前記基底
面３１１には前記支持部材１２２に形成された前記複数の貫通ホール１２２ｂと対応する
複数の開口部３１１ａが形成される。前記ボトムシャーシ３１０は金属材質からなるため
に、前記ランプ１１０との間でやはり寄生キャパシタンスＣが発生する。
【００７０】
　前記基底面３１１と前記ランプ１１０が重なる面積を減少させるために前記基底面３１
１には、本例では基底壁を貫通し、複数の開口部３１１ａが形成され、前記複数の開口部
３１１ａが占める面積に応じ前記基底面３１１とランプ１１０が重なる面積が減少され、
結果的に寄生キャパシタンスＣが減少される。
【００７１】
　ここで、前記複数の開口部３１１ａは前記複数の貫通ホール１２２ｂが第２電極１１３
に行くに従い重畳面積を増す配置の場合、それに合わせ、前記第１領域Ａ内で前記第１電
極１１２から前記第２電極１１３に行くほど前記基底面３１１と前記ランプ１１０が重な
る面積の比率が大きくなるように形成される。
【００７２】
　前記複数の開口部３１１ａ及び貫通ホール１２２ｂが、このような構造に形成されるこ
とにより、前記ボトムシャーシ３１０及び前記ランプ反射板１２０の背面に別途の部品を
実装することができる空間を確保することができる。即ち、前記第２電極１１３に近い部
分において前記複数の開口部３１１ａ及び支持面１２２ａが占める面積比率を減少させる
ことにより、その場所に前記ランプ１１０または液晶表示パネル２１０を駆動するための
各種回路基板を実装することができる。
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【００７３】
　前記基底面３１１上に前記ランプ反射板１２０が収納され、前記反射膜１２１上に前記
ランプ１１０が収納され、その上に拡散板１３０が定着される。前記拡散板１３０上に前
記上方モールドフレーム３３０が定着され、前記上方モールドフレーム３３０の縁部支持
部には前記液晶表示パネル２１０が収納される。次いで、前記トップシャーシ３４０が前
記ボトムシャーシ３１０と結合することにより、前記液晶表示装置４００が完成する。
【００７４】
　前記複数の開口部３１１ａを通じて前記液晶表示装置４００の内部に異物が浸入する可
能性があるために、これを防止するために前記ボトムシャーシ３１０の基底壁には異物防
止膜３１３をさらに設けることができる。前記異物防止膜３１３は絶縁性物質からなり、
前記ランプ１１０との間で寄生キャパシタンスＣが発生することを防止する。
【００７５】
　このように、前記ランプ１１０から漏洩される電流を減少させることにより、前記ラン
プアセンブリ１００の光効率を向上させることができ、前記ランプ１１０から発生する熱
の量を減少させることにより、前記液晶表示装置４００の表示品質を向上させることがで
きる。
【００７６】
　図１４は本発明の第５実施形態による液晶表示装置を具体的に示す断面図である。
【００７７】
　図１４に示すように、本発明の第５実施形態による液晶表示装置４００は映像を表示す
る液晶表示パネル２１０を含むディスプレーユニット２００、前記液晶表示パネル２１０
に光を提供するためのランプアセンブリ１００及び前記ディスプレーユニット２００と前
記ランプアセンブリ１００を収納するための収納容器３１０、３２０、３３０、３４０と
を含む。
【００７８】
　前記ランプアセンブリ１００は光を発生する一つ以上のランプ１１０及び前記光を前記
液晶表示パネル２１０側に反射するランプ反射板１２０及び前記光が前記液晶表示パネル
２１０に提供される以前に前記光を拡散させるための拡散板１３０を含む。前記ランプ反
射板１２０は第１方向に進行する前記光の一部を前記第１方向と反対方向である第２方向
に進行させる反射膜１２１を備えでる。
【００７９】
　一方、前記収納容器は前記ランプアセンブリ１００及び前記液晶表示パネル２１０を順
に収納するボトムシャーシ３１０及び下方モールドフレーム３２０、前記下方モールドフ
レーム３２０の上端に定着され、前記ランプアセンブリ１００を前記ボトムシャーシ３１
０に固定し、前記液晶表示パネル２１０を収納する上方モールドフレーム３３０及び前記
ボトムシャーシ３１０と対向して結合し、前記液晶表示パネル２１０を前記アッパーモー
ルドフレーム３３０側に加圧するトップシャーシ３４０とを含む。
【００８０】
　前記ボトムシャーシ３１０は前記基底面３１１及び前記基底面３１１から延びた側壁３
１２からなり、前記ランプアセンブリ１００を収納するための収納空間を有する。前記基
底面３１１を提供する基底壁には複数の貫通ホール３１０ａが形成される。具体的に、前
記基底面３１１は前記ランプ１１０が配置される第１領域Ａと前記ランプ１１０の間であ
る第２領域Ｂに区分され、前記複数の貫通ホール３１０ａは前記第１領域Ａ内に形成され
る。前記複数の貫通ホール３１０ａは前記ボトムシャーシ３１０と前記ランプ１１０が重
ねられる面積を減少させ、前記ボトムシャーシ３１０と前記ランプ１１０との間で生成さ
れる寄生キャパシタンスＣを減少させることができる。
【００８１】
　ここで、前記複数の貫通ホール３１０ａにより前記液晶表示装置４００の内部に異物が
浸入することを防止し、前記反射膜１２１のコーティング処理を容易にするための目的と
して、前記基底壁には異物防止膜３１３が設けられる。前記異物防止膜３１３は前記ラン
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プ１１０との間で寄生キャパシタンスＣが生成されることを防止するために、絶縁性を有
するテープからなる。
【００８２】
　以上、本発明の実施例によって詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発明
が属する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の思想と精神を離れる
ことなく、本発明を修正または変更できるであろう。
【００８３】
　本発明によると、光を発生する一つ以上のランプの後面には反射膜を支持する支持面と
ランプに沿って分布形成され、支持面とランプが重ねられる面積を減少させる複数の貫通
ホールを備える支持部材が配置される。
【００８４】
　従って、ランプから漏洩する電流を減少させることにより、ランプアセンブリの光効率
を向上させることができ、前記ランプから発生される熱の量を減少させることにより、液
晶表示装置の表示品質を向上させることができる。
【産業上の利用可能性】
【００８５】
　本発明は、液晶式等の表示装置において、光を効率よく供給するランプアセンブリの製
造に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】一般的のランプアセンブリを示す断面図である。
【図２】本発明の第１実施形態によるランプアセンブリを示す断面図である。
【図３】図２に示したランプアセンブリの平面図である。
【図４】図３に示した支持部材を示す平面図である。
【図５】支持部材の他の実施形態を示す平面図である。
【図６】本発明の第２実施形態によるランプアセンブリを示す断面図である。
【図７】図６に示したランプアセンブリの平面図である。
【図８】図７に示した支持部材を具体的に示す平面図である。
【図９】支持部材の他の実施形態を示す平面図である。
【図１０】本発明の第３実施形態によるランプアセンブリを示す断面図である。
【図１１】図１０に示した支持部材を具体的に示す図面である。
【図１２】本発明の第４実施形態による液晶表示装置を具体的に示す斜視図である。
【図１３】図１２に示した液晶表示装置の断面図である。
【図１４】本発明の第５実施形態による液晶表示装置を具体的に示す断面図である。
【符号の説明】
【００８７】
１００　　ランプアセンブリ
１１０　　ランプ
１２０　　ランプ反射板
１２１、１４１、１６１　　反射膜
１２２、１４２、１６２　　支持部材
１２２ａ、１４２ａ、１６２ａ　　支持面
１２２ｂ、１４２ｂ、１６２ｂ　　貫通ホール
２１０　　液晶表示パネル
３１０　　ボトムシャーシ
３１１　　基底面
３１３　　異物防止膜
３２０　　下方モールドフレーム
３３０　　上方モールドフレーム
３４０　　トップシャーシ
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